記主禪師門下の思想小考（三上人鑚仰特輯號） by 森本, 眞順
記
主
禪
師
門
下
の
思
想
小
考
森
本
眞
順
現
代
の
論
議
ε
し
て
吾
々
は
今
こ
曳
に
三
上
人
の
大
遠
忌
を
邀
へ
て
ゐ
る
、
二
租
三
代
の
定
判
大
成
せ
る
三
上
人
の
追
恩
報
偲
、
洵
に
痛
切
な
る
も
の
を
覺
え
る
.
本
誌
三
上
人
特
輯
號
に
記
主
禪
師
門
下
の
考
察
に
就
て
一
考
す
る
に
當
り
、
先
づ
現
代
思
潮
、こ
淨
土
宗
信
仰
の
吟
味
よ
り
試
み
、
更
に
記
主
禪
師
門
下
の
論
義
思
想
を
一
考
し
て
以
て
逍
恩
の
微
志
に
擬
し
度
い
、
吾
々
は
記
圭
禪
師
門
下
の
論
義
に
就
て
論
及
す
る
積
り
で
あ
る
が
、
必
然
的
に
現
代
の
宗
意
安
心
に
就
て
、
熾
烈
な
る
論
義
の
勃
興
せ
る
を
思
は
ざ
る
を
得
な
い
、
永
き
傳
守
の
宗
史
の
變
蓬
-こ
、
時
代
文
化
の
進
運
に
拌
ふ
て
發
生
せ
る
自
然
の
現
象
で
あ
ら
う
が
、
宗
門
に
取
つ
て
は
當
に
嚴
肅
な
る
反
省
吟
味
が
要
講
せ
ら
れ
、
純
正
な
る
淨
土
宗
信
仰
の
確
立
を
期
す
べ
き
非
常
時
で
あ
る
、こ
云
へ
る
。
蓋
し
記
主
禪
師
門
下
に
於
て
は
勿
論
、
宗
組
の
時
代
乃
至
そ
の
後
に
於
て
も
、
淨
土
教
の
求
信
求
道
者
は
、
報
土
往
生
-こ
云
ふ
も
の
を
全
分
肯
定
し
た
上
の
手
績
如
何
が
論
義
さ
れ
た
事
は
、
今
日
の
や
う
に
淨
土
の
實
在
如
何
、
阿
彌
陀
佛
蹄
依
如
何
が
論
義
さ
れ
る
も
の
、こ
、
全
く
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
ゐ
る
・こ
思
ふ
、
現
代
入
に
如
何
に
多
く
の
聖
教
量
を
引
證
し
て
も
納
得
さ
れ
な
い
し
、
是
認
さ
れ
な
い
所
に
教
化
者
の
惱
み
が
あ
る
、
或
は
棘
秘
的
に
信
解
さ
し
め
、
或
は
宗
旨
な
る
が
故
に
信
ぜ
し
め
る
・こ
い
ふ
よ
り
も
、
更
に
常
識
的
に
信
解
さ
し
め
る
熱
意
、こ
護
法
心
が
強
調
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
亡
思
ふ
。
こ
玉
に
吾
々
の
切
實
な
反
省
考
慮
が
要
る
、
三
上
人
の
法
績
を
顧
み
て
一
考
す
55
べ
き
所
で
あ
ら
う
。
思
ふ
に
、
淨
土
往
生
の
宗
義
は
淨
土
宗
別
立
の
根
本
で
あ
る
こ
・こ
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
宗
意
は
昭
然
・こ
し
て
明
く
、
租
釋
は
炳
・こ
し
て
輝
つ
て
ゐ
る
、
然
る
に
最
近
の
宗
門
信
仰
の
動
向
・こ
し
て
、
淨
土
往
生
の
宗
意
に
滿
足
せ
す
、
念
々
往
生
を
談
じ
、
刹
那
々
々
の
向
上
發
展
の
み
希
願
し
て
、
所
謂
未
來
往
生
は
こ
れ
を
瞹
昧
に
附
せ
ん
ご
す
る
傾
向
の
見
ら
る
玉
の
は
洵
に
遺
憾
で
あ
る
、
こ
れ
で
は
傳
道
の
興
隆
も
布
教
の
施
行
あ
つ
て
も
、
未
だ
翼
の
宗
法
の
興
隆
、こ
は
な
ら
な
い
、
蓋
し
宗
團
全
體
の
大
い
に
反
省
す
べ
き
秋
で
あ
る
、
併
し
他
面
よ
り
考
察
す
る
・こ
、
こ
れ
を
以
て
宗
義
に
晦
く
、
邪
見
熾
ん
な
る
も
の
ーこ
し
て
斥
け
ん
、こ
す
る
の
は
叉
肯
綮
を
得
る
所
以
で
も
な
い
、
眞
に
深
く
宗
組
の
思
想
、
信
仰
を
學
ば
す
し
て
宗
意
の
中
心
要
求
に
觸
れ
、
宗
法
の
秘
鍵
を
把
へ
た
・こ
し
て
倣
學
唱
和
す
る
こ
・こ
は
心
す
べ
き
で
あ
る
、
故
に
か
瓦
る
詮
の
由
來
を
明
に
し
、
正
宗
法
の
嚮
ふ
所
を
瞭
か
に
す
る
の
は
洵
に
今
時
の
急
務
で
あ
る
、
宗
門
の
學
者
も
大
い
に
現
世
思
潮
の
放
漫
せ
る
を
憤
り
、
宗
法
は
萬
代
不
易
也
、
宗
義
は
二
祗
三
代
に
定
判
す
、
か
玉
る
異
義
は
徒
に
現
代
に
逍
隨
謳
歌
す
る
も
の
ーこ
斥
け
ら
る
瓦
で
あ
ら
う
、
教
家
は
須
く
時
代
の
先
驅
で
あ
る
べ
き
筈
な
る
も
、
多
く
時
代
に
引
づ
ら
れ
て
行
く
の
は
憫
む
べ
き
歌
態
で
あ
る
、
時
代
を
指
導
す
る
の
は
時
代
に
隔
離
す
る
こ
ε
で
は
な
い
、
故
に
不
易
の
宗
法
に
口
を
籍
て
現
代
の
要
求
に
基
く
思
潮
を
解
决
せ
な
い
の
は
、
决
し
て
歡
家
の
本
務
に
忠
な
る
も
の
で
は
な
い
ご
思
ふ
。
現
代
思
潮
・こ
も
云
ふ
べ
き
現
實
中
心
の
思
潮
は
何
も
最
近
の
み
の
傾
向
で
は
な
い
、
早
く
宗
阻
の
門
下
に
於
て
、
更
に
記
圭
門
下
に
於
て
喧
論
せ
ら
れ
し
夲
生
業
成
論
は
正
に
そ
れ
で
あ
り
、
或
は
心
具
・即
生
読
云
云
・こ
云
ふ
圭
張
も
こ
れ
に
關
連
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
、
そ
の
中
心
・こ
も
云
ふ
べ
き
も
の
は
、
穢
身
此
土
に
あ
つ
て
、
既
に
極
樂
華
上
の
人
・こ
す
る
か
、
臨
絡
の
夕
こ
の
穢
身
を
捨
て
x
始
め
て
往
生
を
得
る
か
の
こ
ε
で
、
往
生
の
業
事
成
辨
が
卒
生
に
通
す
る
か
否
か
の
論
で
あ
る
、
故
に
未
來
淨
土
往
生
を
瞹
昧
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
更
に
そ
の
後
に
考
慮
せ
ら
れ
る
も
の
ε
し
著
目
す
べ
き
も
の
は
、
有
相
を
去
て
無
相
を
強
調
し
、
或
は
實
成
彌
陀
よ
り
本
覺
彌
陀
を
強
調
し
、
特
に
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淨
土
を
己
心
此
土
に
求
め
ん
、こ
す
る
傾
向
が
看
取
せ
ら
れ
る
の
は
淨
土
宗
義
史
上
、
是
れ
淨
土
歡
を
聖
道
化
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
、
洵
に
理
路
に
迷
ひ
聖
道
の
妄
読
、こ
し
て
破
斥
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
マ」
勿
論
で
あ
る
、
併
し
現
代
の
可
成
眞
摯
な
る
思
想
蓮
動
に
は
相
當
優
秀
な
宗
乘
の
反
省
考
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
は
十
分
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
」こ
の
點
を
擧
示
す
る
、こ
、
ω
宗
歡
信
仰
は
現
實
的
の
も
の
で
あ
る
こ
ε
。
帥
ち
宗
敏
信
仰
は
單
に
過
去
の
歡
義
思
辨
史
實
の
み
で
は
、
未
だ
吾
人
の
信
仰
宗
歡
-こ
す
べ
き
で
は
な
い
、
現
代
は
人
生
の
現
實
に
力
あ
る
も
の
を
求
む
べ
き
で
あ
る
、
こ
れ
は
獨
り
瓧
會
の
民
衆
の
要
求
あ
る
の
み
で
な
く
、
能
化
の
各
人
も
現
代
人
で
あ
る
以
上
、
こ
の
現
實
の
要
求
を
離
れ
る
こ
、こ
は
不
可
能
で
あ
る
、
淨
土
敦
の
厭
穢
欣
淨
を
読
き
、
未
來
往
生
の
み
を
談
じ
、
入
生
の
現
實
を
蔑
靦
す
る
の
は
過
去
で
あ
つ
て
現
代
の
宗
教
で
は
な
い
、
淨
土
歡
は
飽
く
ま
で
時
機
相
應
で
あ
つ
て
、
須
ら
く
能
所
共
に
著
し
く
求
む
る
所
の
敏
旨
を
蓴
重
す
べ
き
で
あ
る
・こ
い
ふ
の
で
、
信
仰
の
生
活
に
よ
り
念
々
向
上
す
る
に
在
り
,こ
い
ふ
の
が
そ
の
圭
張
で
あ
る
。
②
、
未
來
往
生
は
信
じ
難
い
こ
・こ
。
未
來
の
存
在
や
極
樂
の
莊
嚴
の
確
信
し
難
い
の
は
衷
心
の
苦
痛
で
あ
る
、
現
代
の
向
上
に
信
仰
の
必
要
な
る
こ
・こ
は
、
安
心
し
て
読
く
こ
,こ
が
出
來
る
ーこ
い
ふ
、
こ
の
言
分
に
於
て
も
、
そ
の
根
柢
に
眞
實
な
ら
ん
・こ
し
て
ゐ
る
點
で
は
同
情
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
他
面
二
三
の
反
省
す
る
も
の
が
あ
る
・こ
信
す
る
。
第
一
に
は
未
來
淨
土
の
存
在
は
理
こ
事
・こ
に
於
て
必
然
で
あ
る
、
現
實
穢
土
の
信
念
は
永
遠
の
向
上
を
生
み
未
來
淨
土
の
信
念
、こ
な
り
、
現
實
に
滿
足
し
て
未
來
淨
土
を
沒
了
せ
ん
・こ
す
る
の
は
、
大
法
を
小
化
す
る
も
の
、こ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
、
如
何
に
し
て
も
未
來
淨
土
の
信
仰
薄
弱
で
あ
る
こ
ーこ
は
、
淨
土
教
の
根
柢
を
破
壞
す
る
も
の
で
あ
る
、
宗
祀
の
傳
歴
思
想
の
吾
人
に
物
語
る
如
く
、
與
へ
ら
れ
た
問
題
に
對
し
て
分
柝
綜
合
し
て
、
之
を
組
織
し
て
信
す
る
解
信
よ
り
も
、
最
初
か
ら
絶
對
者
の
教
を
信
仰
す
る
仰
信
が
勝
れ
て
ゐ
る
こ
・こ
を
識
へ
ら
れ
た
事
は
、
絶
鍬
の
眞
理
で
あ
る
・こ
い
ふ
べ
き
最
後
の
結
果
に
到
逹
せ
し
め
る
次
第
で
あ
る
、
吾
人
は
か
玉
る
想
到
よ
り
し
て
、
宗
租
門
下
井
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に
記
圭
門
下
の
考
察
に
於
て
、
思
想
的
に
あ
る
考
慮
す
べ
き
淌
息
を
看
取
す
る
こ
ーこ
が
出
來
る
、こ
思
ふ
。
記
圭
門
下
の
考
察
の
傷
合
、
當
時
の
一
大
論
義
の
展
開
す
る
耿
勢
を
見
る
に
關
連
し
て
、
宗
義
史
上
思
想
的
に
前
言
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
を
覺
ゆ
る
。
二
宗
史
上
第
一
の
論
議
ε
し
て
我
が
初
期
宗
團
の
宗
義
史
上
に
於
け
る
、
著
目
す
べ
き
二
つ
の
宗
意
論
義
が
數
へ
ら
た
る
、
第
一
は
宗
祗
門
下
の
論
義
て
あ
り
、
そ
の
第
二
は
記
主
禪
師
門
下
の
そ
れ
で
あ
る
,こ
云
へ
る
。
宗
祗
の
滅
後
、
そ
の
門
下
に
於
て
宗
意
上
異
論
粉
々
,こ
し
て
異
読
混
亂
を
招
來
し
た
事
は
洵
に
偉
大
な
る
宗
祗
の
思
想
信
仰
を
知
悉
す
る
者
の
驚
異
・こ
も
疑
問
ご
も
感
す
る
で
あ
ら
う
、
宗
祗
門
下
ε
し
て
は
、
勅
傳
第
四
十
三
よ
り
第
四
十
八
に
渡
て
、
信
筌
以
下
十
數
人
を
擧
げ
、
七
箇
條
起
請
文
に
は
百
八
十
餘
人
を
記
録
し
て
ゐ
る
、
叉
私
聚
百
因
縁
集
第
七
に
は
、
幸
西
以
下
聖
光
、
隆
寛
、
證
筌
、
長
西
の
五
人
を
擧
げ
て
上
足
、こ
な
し
、
凝
然
の
淨
土
源
流
章
に
は
、
「
源
塞
大
徳
門
人
非
〆
一
各
掲
二淨
教
一互
恣
二弘
通
一倶
立
ご門
葉
一横
竪
傳
燈
」
(
淨
全
一
五
卷
五
九
一
頁
)
-こ
い
ふ
て
、
幸
西
、
隆
寛
、
證
室
、
聖
光
、
信
筌
、
行
筌
、
長
西
等
の
七
師
を
掲
ぴ
て
ゐ
る
、
叉
觀
經
玄
義
分
秘
鈔
第
喇
に
は
、
幸
西
、
隆
寛
、
聖
光
、
證
察
の
四
流
を
擧
げ
、
淨
土
傳
統
總
系
譜
に
は
、
聖
光
、
證
室
、
隆
寛
、
長
西
の
四
流
を
擧
げ
、
法
水
分
流
記
に
は
九
流
、
三
國
佛
組
傳
集
に
は
十
五
流
を
擧
げ
て
ゐ
る
等
、
勿
論
そ
れ
ら
は
十
分
吟
味
を
要
す
る
事
で
あ
る
が
、
大
體
に
於
て
、
幸
西
、
隆
寛
、
證
室
、
聖
光
、
長
西
の
五
師
が
そ
の
上
足
で
あ
り
、
且
つ
思
想
的
に
も
論
議
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
こ
ご
が
知
ら
る
製
。
而
し
て
そ
の
中
心
の
論
議
は
現
時
の
そ
れ
の
如
く
で
な
く
、
そ
の
圭
要
な
る
中
心
題
目
は
本
願
念
佛
の
邏
擇
-こ
い
ふ
こ
・こ
で
あ
つ
た
、
本
願
念
佛
・こ
は
何
で
あ
る
か
、
そ
の
本
願
念
佛
は
果
し
て
口
稱
念
佛
の
み
で
あ
ら
う
か
、
經
の
設
く
所
に
よ
る
・こ
諸
行
も
亦
往
生
行
、こ
あ
る
、
そ
の
鬮
係
を
如
何
に
施
繹
す
る
か
、
或
は
叉
念
佛
往
生
は
信
心
に
て
决
定
す
る
か
、
行
業
に
て
决
定
す
る
か
、
若
し
行
門
爲
本
で
あ
る
ーこ
す
れ
ば
、
一
念
か
多
念
か
な
,ご
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の
理
解
、
信
解
の
規
定
に
あ
つ
た
事
は
宗
史
上
の
語
る
所
で
あ
り
、
今
日
の
問
題
・こ
も
根
本
的
に
相
違
す
る
所
の
論
難
で
あ
つ
た
、
吾
人
は
今
此
に
今
日
の
事
實
問
題
を
擧
示
す
べ
き
を
痛
感
す
る
が
、
そ
れ
の
一
資
料
・こ
し
て
記
圭
藤
師
の
思
潮
を
概
觀
し
て
見
る
こ
、こ
に
す
る
、
そ
れ
に
蘭
連
し
て
先
づ
;
肖
す
べ
き
は
、
宗
租
門
下
の
思
想
規
定
で
あ
ら
う
・こ
思
ふ
が
、
一
體
宗
祺
門
下
の
規
定
も
十
分
檢
討
し
讒
さ
れ
て
ゐ
る
ーこ
は
思
は
ん
が
、
何
故
に
早
く
宗
組
の
御
在
世
に
於
て
さ
へ
、
皆
師
自
立
、
異
端
異
解
を
生
じ
た
で
あ
ら
う
こ
・こ
に
一
種
の
疑
問
を
抱
く
の
で
あ
る
、
洵
に
宗
祗
の
御
述
懷
を
拜
誦
し
て
も
、
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
つ
た
事
を
思
は
さ
る
曳
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
宗
祗
の
不
世
出
な
る
、
古
今
稀
な
る
偉
大
な
る
宗
教
人
で
あ
ら
れ
た
法
然
上
入
の
思
想
に
は
、
門
下
の
面
々
が
思
考
し
相
承
し
た
・こ
強
調
す
る
思
想
の
考
慮
さ
れ
る
由
漸
が
あ
つ
た
事
は
思
惟
さ
る
玉
。
帥
ち
起
行
も
安
心
も
、
念
佛
も
戒
行
も
、
何
れ
の
着
眼
點
に
も
立
脚
せ
る
論
證
が
擧
示
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
、こ
を
首
肯
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
等
の
數
多
の
門
弟
逹
が
時
代
思
潮
を
考
慮
し
て
の
、
宗
租
の
翼
精
紳
把
持
こ
し
て
の
圭
張
に
は
あ
る
止
む
を
得
ざ
る
事
情
が
許
さ
る
Σ
こ
思
ふ
。
且
つ
そ
れ
等
の
人
師
の
先
學
せ
る
思
想
教
學
に
感
化
影
響
さ
れ
て
、
自
然
に
そ
の
先
入
の
思
想
に
條
件
付
ら
れ
た
結
果
-こ
し
て
あ
る
相
違
點
を
發
見
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
ら
う
ε
思
ふ
。
こ
の
事
は
相
承
の
上
に
立
つ
淨
土
敏
宗
義
の
眺
觀
に
於
て
注
意
を
要
す
る
も
の
ーこ
思
ふ
。
こ
の
享
實
は
、
宗
祗
の
門
下
の
證
室
等
の
數
人
を
擧
示
し
て
も
瞭
な
る
如
く
、
當
然
の
思
想
の
經
過
-こ
し
て
、
初
期
の
淨
土
宗
史
の
論
義
の
由
漸
で
あ
り
、
更
に
引
い
て
は
や
が
て
叉
記
圭
門
下
の
思
想
傾
向
を
眺
觀
す
る
時
、
吾
人
は
第
二
の
宗
論
義
で
あ
る
こ
・こ
を
指
摘
し
て
置
く
。
三
宗
史
上
第
二
の
論
議
ざ
し
て
今
日
の
論
義
・こ
し
て
今
日
宗
門
に
喧
し
く
唱
へ
ら
れ
て
あ
る
も
の
は
、
宗
門
信
仰
の
死
活
に
も
關
す
る
問
題
く〕
言
明
さ
れ
る
が
、
將
來
釜
々
宗
義
的
に
は
困
難
な
問
題
ご
し
て
、
宗
門
に
提
供
さ
れ
る
が
、
此
を
宗
耐
當
時
若
し
く
は
記
主
禪
師
の
門
下
の
思
想
を
吟
味
す
る
時
に
比
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し
て
見
る
・こ
、
洵
に
容
易
に
片
付
く
も
の
で
あ
る
こ
・こ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
、
要
は
念
佛
往
生
の
中
心
題
目
に
就
て
の
否
定
的
論
義
は
見
ら
れ
す
、
そ
の
肯
定
の
上
の
業
成
は
如
何
、
安
心
相
は
如
何
等
が
そ
の
論
義
の
申
心
で
あ
つ
た
、
併
し
當
時
に
於
て
は
、
此
の
論
義
も
翼
摯
に
考
究
さ
れ
た
跡
を
見
る
、
そ
れ
に
就
て
こ
エ
で
淆
息
を
概
觀
し
て
見
よ
う
、
當
時
の
史
的
考
證
吟
味
を
運
べ
は
、
複
雜
な
る
往
復
論
義
あ
り
、
宗
門
を
刺
戟
し
て
ゐ
た
事
は
今
日
の
想
像
を
許
さ
な
い
事
は
史
實
の
語
る
所
で
あ
る
、
そ
の
闡
明
す
べ
き
申
心
議
題
は
宗
旨
の
本
領
正
統
の
瞭
か
に
し
て
諸
師
が
相
承
的
權
威
を
誇
ん
・こ
す
る
意
圖
で
あ
ら
う
、
此
の
事
は
宗
祀
門
下
に
於
て
、
二
祀
門
下
に
於
て
1ti
tlt
さ
れ
て
ゐ
る
、
記
圭
禪
師
も
慈
心
、
禮
阿
の
請
を
容
れ
て
宗
旨
の
正
義
を
論
明
せ
ん
・こ
し
て
、
諸
師
の
異
議
を
一
〃
指
摘
し
、
二
祗
の
正
徹
に
相
對
し
て
是
非
を
决
斷
さ
れ
た
、
曁即
ち
二
十
四
箇
條
論
明
の
東
宗
要
五
卷
は
そ
れ
で
あ
る
こ
、こ
言
を
俟
た
す
、
叉
二
祗
上
人
が
元
租
に
隨
順
し
て
聽
聞
せ
る
法
語
を
記
主
禪
師
筆
録
し
て
六
卷
く
}し
、
且
つ
禪
師
自
ら
裏
書
二
卷
を
製
し
て
臼
籏
寂
惠
上
人
に
授
け
て
ゐ
ら
れ
る
、
帥
ち
西
宗
要
に
し
て
、
文
中
八
十
の
論
題
を
蝎
ぴ
、
前
者
、こ
併
せ
て
都
合
百
四
題
に
及
ん
で
ゐ
る
、
叉
一
念
義
あ
り
、
組
承
を
障
碍
せ
る
を
以
て
、
念
佛
名
義
集
(淨
全
+
眷
)
及
名
目
問
答
(
淨
全
+
)
を
作
り
、
八
十
六
箇
の
難
を
擧
示
し
て
一
念
義
を
破
斥
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
し
て
此
等
の
論
義
が
記
主
諢
師
門
下
に
於
て
第
二
の
論
義
-こ
し
て
如
何
に
展
開
し
た
で
あ
ら
う
か
、
記
主
門
下
・こ
は
所
謂
六
派
で
あ
る
、
周
知
の
如
く
門
下
に
就
て
は
總
系
譜
に
門
下
・こ
し
て
寂
惠
、
性
心
、
奪
觀
、
逍
光
、
禮
阿
、
慈
心
、
道
忠
、
如
一
等
を
筆
頭
、こ
し
二
十
七
人
の
數
多
輩
出
し
て
ゐ
る
。
申
に
就
て
白
籏
流
の
寂
惠
上
人
、
藤
田
派
の
性
翼
、
名
越
派
の
尊
觀
,
三
條
派
の
道
光
、
一
條
派
の
禮
阿
、
木
幡
派
の
慈
心
,こ
し
て
宗
史
上
、
記
圭
門
下
の
六
派
・こ
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
前
三
者
は
鬮
東
の
三
派
、
後
三
者
は
京
都
の
三
派
ご
云
ふ
。
此
の
六
哲
を
略
し
て
擧
示
既
觀
す
れ
ば
、
一
、
藤
田
性
輿
(
心
)
の
傳
は
淨
統
略
讃
、
淨
土
血
版
論
、
傳
統
總
糸
譜
等
に
出
で
、
初
め
天
台
の
學
侶
、こ
成
り
、
後
記
圭
上
人
關
束
下
向
の
砌
よ
り
、
隨
從
し
て
淨
土
法
門
を
傳
授
さ
れ
て
ゐ
る
、
藤
田
流
、
水
沼
義
、こ
云
ふ
、
正
應
年
中
下
總
猿
島
郡
藤
出
庄
岩
井
に
高
勝
寺
を
建
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て
所
傳
を
弘
宣
さ
れ
て
ゐ
る
、
そ
の
門
下
に
持
阿
(諱
は
良
心
)
あ
り
、
性
翼
に
歸
投
し
て
剃
髪
し
、
弘
安
六
年
更
に
霹
觀
に
謁
し
て
宗
義
を
學
習
し
、
同
九
年
上
洛
し
て
記
圭
禪
師
に
隨
從
し
て
ゐ
る
、
手
印
譜
を
性
眞
に
禀
け
、
所
製
の
章
疏
甚
だ
多
く
、
門
下
に
持
名
あ
り
、
持
阿
文
の
亂
を
飾
て
世
に
弘
め
て
ゐ
る
、
冏
師
が
指
名
し
て
有
人
(
糅
鈔
の
隋
所
に
見
る
)
・こ
言
は
れ
て
ゐ
る
の
は
正
し
く
持
名
に
當
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
多
く
冏
師
の
指
摘
は
藤
団
流
に
あ
り
、
餘
流
に
通
す
る
も
の
も
聞
々
あ
る
、
そ
れ
は
藤
田
流
の
師
資
の
間
に
沮
承
に
背
く
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
か
の
口
决
鈔
に
多
く
擧
示
し
て
破
斥
し
て
あ
る
が
、
口
决
鈔
に
は
あ
る
「遣
弟
」
・こ
指
し
、
糅
鈔
及
び
直
隸
に
は
「
有
入
」
「こ
云
ふ
、
帥
ち
糅
鈔
第
十
二
(淨
全
三
卷
二
九
一
頁
等
)
同
第
十
四
(
llj卷
lli1110
頁
等
)
等
に
「
有
人
云
先
師
持
阿
等
」
云
々
¶こ
あ
る
、
思
ふ
に
、
糅
鈔
の
一
部
始
絡
總
じ
て
藤
田
流
を
指
し
、
別
し
て
は
持
名
を
指
す
こ
,こ
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
、
暹
澤
鈔
に
は
有
去
ε
言
ふ
て
あ
る
、
然
る
に
此
の
一
派
は
昔
時
可
成
門
葉
が
榮
え
、
所
佳
の
寺
院
も
甚
だ
多
か
つ
だ
事
が
諸
の
系
譜
に
見
え
る
、
後
に
は
寺
院
も
僣
侶
も
白
籏
派
井
に
名
越
派
に
歸
矚
し
て
ゐ
る
。
性
眞
所
創
の
高
勝
寺
、
持
阿
所
建
の
無
量
寺
も
自
然
に
臼
籏
派
の
所
佳
,こ
な
り
、
途
に
門
流
は
衰
滅
し
た
、
併
し
持
阿
の
記
逑
せ
る
文
献
は
、
傳
通
記
受
訣
鈔
十
八
卷
以
下
可
成
殘
で
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
二
、
名
越
尊
觀
(
良
辨
)
の
傳
歴
は
、
鎭
流
祗
傳
第
三
、淨
統
略
讃
、
淨
土
血
脈
論
等
に
出
で
三
十
餘
年
記
主
禪
師
に
隨
從
し
て
眞
宗
旨
を
學
得
し
、
鎌
倉
善
導
寺
に
留
住
し
て
、
所
學
の
法
を
弘
傳
し
て
ゐ
る
、
門
人
甚
だ
多
く
、
慈
觀
、
惠
觀
、
明
心
等
が
そ
の
代
表
で
あ
る
、
明
心
の
法
嗣
に
妙
觀
(良
由
)
あ
り
、
妙
観
の
資
に
聖
觀
(良
天
)
あ
り
、
そ
の
門
弟
に
良
榮
あ
つ
て
、
大
澤
圜
通
寺
の
開
山
、こ
な
る
、
そ
の
章
疏
甚
だ
多
く
、
名
越
一
流
の
中
興
.こ
成
る
、
そ
の
他
は
具
に
諸
系
譜
、
血
脈
論
に
擧
示
す
る
如
く
で
あ
る
、
然
る
に
名
越
の
一
流
は
尊
觀
を
初
め
ε
し
て
門
人
多
く
異
義
を
唱
へ
て
ゐ
る
、
是
れ
記
主
禅
師
浩
澣
の
著
作
を
も
の
し
て
三
代
の
定
判
を
確
定
せ
ら
れ
た
が
、
.
業
事
成
辨
、
一
念
多
念
等
の
審
議
十
分
な
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
を
以
て
門
人
の
聞
に
疑
義
を
生
す
る
に
至
つ
た
、
此
に
於
て
奪
觀
の
義
に
對
し
て
白
籏
寂
惠
は
初
め
下
總
國
舟
木
の
稱
名
寺
に
於
て
、
口
傳
鈔
を
作
て
相
傳
の
正
義
を
顯
彰
さ
る
、
こ
れ
に
對
し
、
奪
觀
却
て
批
難
を
加
へ
て
相
傳
に
非
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す
・こ
斥
け
ら
る
、
白
籏
止
む
を
得
す
淨
土
逑
聞
鈔
を
作
て
之
を
通
釋
さ
れ
た
、
然
る
に
末
弟
良
榮
徇
ほ
正
理
に
伏
す
る
こ
、こ
な
く
、
妄
に
破
釋
を
設
け
て
對
難
し
た
事
は
宗
史
の
物
語
る
所
で
あ
る
、
こ
の
論
難
こ
そ
六
派
の
門
下
の
思
想
の
中
心
論
議
な
ゐ
を
以
て
更
に
後
に
一
言
す
る
こ
ε
に
す
る
。
三
、
白
籏
寂
惠
上
入
の
傳
歴
は
鎭
流
租
傳
第
二
、
述
聞
制
文
、
淨
統
略
讃
、
法
水
分
流
記
、
淨
土
傳
統
總
系
譜
等
に
出
で
、
少
く
し
て
記
圭
騨
師
の
門
に
入
り
、
鎭
西
一
家
の
立
薀
禀
承
逡
す
所
な
く
、
歴
租
の
正
脉
特
に
そ
の
粹
を
得
、
途
に
光
明
寺
第
二
世
-こ
な
ら
る
、
所
述
す
る
書
數
多
し
、
門
葉
も
亦
大
に
榮
え
、
定
惠
上
人
、
蓮
勝
上
人
等
を
以
て
上
首
-こ
す
,
定
惠
は
良
譽
・こ
い
ふ
、
吾
が
一
家
の
譽
號
は
此
の
師
よ
り
初
ま
る
、
其
の
權
輿
は
定
惠
が
寂
惠
の
附
屬
を
受
て
光
明
寺
第
三
世
、こ
な
ら
る
、
同
法
に
惠
光
-こ
い
ふ
も
の
あ
り
、
之
を
見
て
大
に
嫉
靦
し
、
小
田
原
の
國
圭
・こ
相
談
し
、
藤
澤
の
遊
行
道
塲
に
佳
し
て
法
儀
を
改
易
し
、
上
長
老
よ
り
下
沙
彌
に
至
る
ま
で
、
悉
く
阿
彌
陀
の
號
を
授
く
、
定
惠
密
に
之
を
傳
聞
し
て
曰
く
、
「
我
宗
受
二阿
彌
陀
勝
號
一局
ユ于
辨
然
兩
師
之
高
徳
一余
者
不
γ得
レ稱
、
彼
等
妄
授
昌受
尊
號
一似
二大
過
慢
一」
云
々
(述
聞
口
决
本
末
講
録
上
)
,こ
云
ふ
て
あ
る
、
吾
が
門
弟
も
若
し
心
行
相
續
の
人
が
あ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
嘉
號
を
與
ふ
べ
し
、
所
謂
「
佛
読
二念
佛
行
入
一讃
昌芬
陀
利
華
一」
ε
あ
り
、
導
師
は
芬
陀
利
華
の
五
徳
を
以
て
、
念
佛
の
行
入
に
五
種
の
嘉
譽
あ
る
こ
,こ
を
釋
し
て
ゐ
る
、
故
に
自
分
己
後
譽
號
を
授
く
べ
し
ε
て
自
ら
良
譽
・こ
稱
せ
ら
れ
た
、こ
言
ふ
、
冏
師
は
定
惠
上
人
の
室
に
入
て
宗
戒
爾
脉
を
禀
承
し
亦
了
譽
、こ
稱
せ
ら
れ
た
、
故
に
譽
號
は
辨
然
寂
の
三
代
に
は
勿
論
な
く
叉
蓮
勝
に
も
な
く
、
宗
門
の
末
弟
が
此
の
譽
號
を
受
く
る
こ
・こ
は
元
來
了
譽
、
酉
譽
の
法
孫
な
る
が
故
で
あ
る
。
叉
寂
惠
上
人
が
宗
義
の
正
統
を
繼
承
し
て
、
若
く
し
て
宗
法
の
附
屬
者
・こ
な
ら
れ
た
事
は
、
附
法
の
上
に
於
て
著
目
す
べ
き
事
柄
で
後
に
更
に
略
述
す
る
が
、
良
榮
の
十
六
疑
問
答
見
聞
の
読
に
依
て
動
か
す
こ
ε
が
出
來
な
い
。
次
に
京
都
の
三
派
¶こ
は
、
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四
、
三
條
道
光
廣
濟
は
、
(了
惠
)、
所
居
に
約
し
て
望
西
樓
・こ
言
ひ
、
叉
蓮
華
堂
-こ
稱
す
、
そ
の
傳
歴
は
鎭
流
組
傳
第
三
、
淨
統
略
讃
、
傳
燈
總
系
譜
等
に
出
で
、
初
め
叡
山
の
奪
意
に
從
て
顯
密
を
研
覈
し
、
後
記
圭
に
師
事
し
て
淨
土
教
を
練
行
し
、
三
條
悟
翼
寺
に
於
て
禀
承
を
弘
宣
す
、
人
稱
し
て
三
條
流
・こ
い
ふ
、
然
る
に
そ
の
所
立
に
頗
る
師
承
に
相
違
す
る
所
が
あ
る
ーこ
言
は
れ
て
あ
る
、
帥
ち
心
具
不
生
設
-こ
安
心
起
行
の
業
成
等
で
あ
る
、
そ
の
業
成
は
正
し
く
、
名
越
臼
籏
の
二
流
思
想
に
跨
る
も
の
ーこ
言
へ
る
、
帥
ち
道
光
の
選
擇
大
綱
鈔
に
、
ヘ
ヘ
へ
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
も
も
う
も
う
へ
問
三
心
具
足
稱
名
不
レ論
ユ李
生
臨
絡
二
念
業
成
耶
、
答
本
願
云
「
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覺
」
、
叉
云
「
然
彌
陀
世
奪
本
發
ユ深
重
誓
願
↓以
⇒光
明
名
號
一攝
コ化
十
方
一但
使
笥信
心
一求
レ
念
上
盡
コ
一
形
一下
至
識十
聲
一
聲
等
一以
二佛
願
力
一易
得
二往
生
乙
も
ヤ
も
も
へ
ぬ
し
で
へ
な
り
ち
へ
も
依
昌此
等
文
一不
レ
論
コ夲
生
及
以
臨
絡
一
一
念
業
成
、
臨
絡
一
念
既
以
業
成
李
生
一
念
不
レ然
耶
、
如
識
黒
谷
云
一準
生
念
佛
臨
絡
念
佛
有
ユ何
替
へ
も
も
も
ぬ
カ
リ
も
ヘ
ヘ
へ
目
一生
苹
生
念
佛
之
死
者
成
識臨
絡
念
佛
一臨
絡
念
佛
之
延
者
成
二李
生
念
佛
一也
、
但
就
レ
之
有
レ
可
識分
別
一也
、
臨
絡
念
佛
唄
念
業
成
帥
便
死
へ
る
も
へ
た
も
も
も
へ
も
も
ら
ヘ
ロ
セ
セ
カ
へ
ね
も
へ
も
も
り
じ
も
も
ゐ
レ
ヘ
サ
も
り
も
も
う
し
カ
も
へ
故
定
得
識往
生
一夲
生
}
念
業
雖
早即
成
一後
悪
若
積
而
不
コ念
佛
h者
後
惡
可
レ
抑
二前
善
感
果
之
力
用
一也
、
故
二
河
釋
云
コ火
焙
常
燒
道
一者
帥
喩
㎜瞋
嫌
心
燒
二功
徳
之
法
財
↓故
有
二
上
蓋
一
形
之
願
一亦
有
二隨
犯
隨
懺
之
繹
一以
昌是
義
一故
專
約
ユ行
體
業
成
功
能
一信
取
二
一
念
一屡
思
昌
善
悪
更
互
相
滅
一行
勵
ユ
一
形
一斯
乃
往
生
之
秘
術
也
(淨
全
八
卷
五
五
頁
)
ε
言
へ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
、
そ
の
門
葉
甚
だ
少
く
、
總
系
譜
、
血
脉
論
等
に
依
る
ε
、
僅
に
萬
阿
、
如
眞
、
禪
觀
の
三
師
が
あ
り
、
法
水
分
流
記
に
は
了
忠
以
下
の
六
人
の
門
弟
を
蝎
け
て
ゐ
る
、
何
れ
に
し
て
も
數
代
に
過
ぎ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
五
、
一
條
派
補
阿
の
傳
壓
は
、
鎭
流
租
傳
第
三
、
淨
統
略
讃
、
傅
燈
總
系
譜
、
等
に
出
で
、
諱
は
然
筌
、
初
め
叡
ふ
の
永
存
に
從
て
天
壹
教
學
を
習
得
し
、
後
記
主
を
師
・こ
し
て
淨
土
敏
に
通
曉
す
、
京
都
仁
和
寺
の
西
谷
に
佳
し
て
師
承
を
光
揚
す
、
叉
口
决
鈔
に
一,法
光
月
院
」
・こ
稱
し
、
良
榮
は
疑
鈔
見
聞
中
法
佛
光
寺
ざ
稱
し
て
ゐ
る
、
後
一
條
清
淨
院
の
第
四
世
-こ
成
り
門
人
四
五
人
あ
り
、
中
に
就
て
向
阿
上
人
は
和
文
體
を
以
て
宗
典
釋
を
暢
意
し
そ
の
釜
す
る
所
は
今
も
夥
し
、
夫
等
を
吟
味
す
る
に
安
心
起
行
の
宗
義
旨
多
分
に
白
籏
流
に
同
じ
で
あ
る
、
63
故
に
禮
阿
は
常
に
望
西
樓
、こ
諍
論
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
六
、
木
幡
派
慈
心
良
塞
の
傳
歴
は
鎭
流
祺
傳
第
三
、
法
水
分
流
記
、
傳
燈
總
系
譜
等
に
出
で
、
記
主
禪
師
の
愛
弟
こ
し
て
眞
訣
を
受
け
、宇
治
木
幡
に
弘
歡
す
、
彼
處
に
寺
を
開
き
、
所
謂
隼
勝
寺
(
今
の
願
行
寺
口
决
鈔
下
に
は
高
勝
寺
に
謂
ふ
)
地
藏
寺
、
阿
彌
陀
寺
、
道
樂
寺
、
地
藏
院
等
を
開
か
る
、慈
心
は
洵
に
そ
の
名
の
語
る
如
く
、正
直
に
し
て
慈
悲
心
が
あ
る
か
ら
異
議
を
言
は
な
い
人
で
あ
る
、
記
圭
も
「
淨
土
の
法
器
は
其
の
意
正
直
に
し
て
慈
悲
心
あ
る
以
て
法
器
、こ
な
す
べ
し
、」
(
本
末
ロ
決
講
錬
)
又
曰
く
「吾
が
門
弟
中
慈
心
悉
く
吾
が
義
を
知
れ
り
、」
(
同
上
)
「縱
ひ
人
請
す
ε
雖
も
、
異
義
を
言
ふ
べ
か
ら
す
、」
(
同
上
)
¶こ
云
ふ
て
あ
る
の
を
見
て
も
分
る
所
で
あ
る
、
叉
了
惠
、
乘
圓
の
兩
師
も
倶
に
座
下
に
在
て
最
も
此
の
語
を
聞
い
た
傳
へ
て
ゐ
る
。
後
三
阻
上
人
の
正
統
附
法
の
意
志
が
あ
る
の
を
知
り
、
授
與
の
傳
衣
を
返
却
し
た
ε
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
+
六
疑
問
答
第
一
)
故
に
そ
の
入
格
並
に
淌
息
を
窺
ひ
得
ら
れ
る
、こ
思
ふ
。
以
上
の
六
流
の
中
、
慈
心
の
一
派
は
全
く
白
籏
派
に
同
じ
、
故
に
慈
心
に
授
け
ら
れ
し
歌
を
臼
簇
に
授
け
ら
れ
て
ゐ
る
、
禮
阿
の
一
派
も
多
く
臼
籏
に
同
じ
、
望
西
は
多
く
異
に
し
て
名
越
に
同
じ
き
も
の
が
多
い
、
故
に
淨
土
逑
聞
鈔
の
前
十
箇
絛
は
名
越
に
相
釣
し
て
あ
る
、
叉
口
决
鈔
に
は
更
に
藤
田
一
派
を
擧
示
し
て
之
を
破
し
、
追
加
の
十
一
箇
條
は
他
流
を
破
し
て
あ
る
、
故
に
寂
惠
の
述
聞
に
現
は
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
正
し
く
宗
史
上
第
二
の
論
議
,こ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
(頌
義
第
二
+
四
卷
等
に
詳
邇
)
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四
白
籏
相
傳
説
ε
し
て
の
史
的
根
據
此
の
六
派
の
所
依
の
疏
を
吟
味
す
る
に
、
白
籏
及
び
名
越
は
何
れ
も
報
夢
鈔
に
由
る
が
、
中
に
於
て
再
治
、
夫
再
治
本
あ
り
、
か
の
傳
通
記
及
び
决
疑
鈔
の
如
き
は
再
治
數
度
に
及
び
義
理
文
に
契
合
す
る
、
臼
簇
は
弘
安
の
極
再
治
本
に
依
て
未
再
治
本
を
會
し
て
ゐ
る
、
然
る
に
名
越
等
は
、
未
再
治
本
及
び
再
治
本
に
一
依
る
、
未
再
治
本
に
三
品
あ
り
、
ω
幅
岡
鈔
、
最
初
下
總
輻
周
に
於
て
之
を
作
ら
る
十
卷
本
で
行
觀
房
等
に
用
ひ
ら
れ
る
。
②
二
十
五
帳
、
福
岡
鈔
の
下
地
・こ
し
て
康
元
二
年
書
初
ら
れ
る
。
⑧
淺
略
抄
、
五
帳
あ
り
文
永
頃
の
述
作
な
り
。
此
の
三
品
建
治
年
中
再
治
し
て
所
謂
傳
通
記
く」
名
付
ら
る
瓦
。
(
名
越
.
藤
田
所
依
の
本
な
り
)
更
に
復
記
主
禪
師
在
京
の
砌
、
嵯
峨
の
大
覺
寺
に
於
て
、
重
ね
て
傳
通
記
ぐ」决
疑
鈔
ε
を
再
治
さ
れ
た
。
(是
弘
安
の
趣
再
治
本
、
白
籏
の
書
寫
せ
る
も
の
で
光
明
寺
に
在
り
)
更
に
關
東
下
向
の
時
少
々
添
則
さ
れ
た
も
の
こ
そ
寂
惠
臼
籏
流
の
所
依
本
で
あ
る
、更
に
西
宗
要
口
筆
及
び
初
重
往
生
記
は
餘
人
に
傳
は
ら
す
、
唯
白
籏
一
流
に
局
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(名
越
に
宗
要
ロ
筆
を
練
磨
義
と
蓉
ふ
の
は
無
相
傳
の
故
な
り
、
望
西
等
に
未
だ
彼
の
鈔
の
引
用
を
見
ず
)、
現
行
の
略
鈔
は
(詑
主
六
十
四
歳
の
時
、
高
野
の
敬
忽
房
の
爲
め
に
之
を
書
せ
ら
る
、
敏
に
敬
忍
房
の
抄
と
武
ふ
、
叉
一
處
に
要
阿
の
請
に
酬
ふ
て
後
時
之
を
造
る
と
も
云
ふ
。)
諸
師
の
引
用
を
見
な
い
が
、
傳
通
記
を
明
か
に
す
る
爲
に
は
最
要
で
あ
る
。
更
に
口
傳
鈔
の
縁
起
を
見
る
に
、
記
主
禪
師
六
十
二
年
の
正
和
二
年
頃
、
下
總
國
海
上
郡
般
木
村
の
中
務
禪
門
(氏
族
系
譜
未
鮮
)
の
請
に
依
り
、
彼
處
に
下
向
し
て
稱
名
寺
に
佳
す
る
こ
・こ
一二
ヶ
年
、
そ
の
聞
毎
日
談
義
を
施
行
さ
れ
、
自
門
の
異
義
・こ
し
て
、
良
辨
、
性
眞
の
開
東
の
異
義
、
道
光
、
禮
阿
の
京
都
の
異
義
を
出
し
、
中
に
就
て
、
口
傳
肝
心
の
斥
る
所
は
多
く
尊
觀
に
あ
り
、
更
に
餘
者
を
斥
る
た
め
に
別
に
十
一
ケ
條
を
擧
示
し
て
逍
加
悉
し
て
あ
る
、
特
に
尊
觀
の
義
を
難
じ
て
相
傳
の
自
義
を
逋
べ
て
ゐ
る
。
帥
ち
「
奪
觀
自
稱
云
予
久
從
二先
師
一委
禀
二法
門
一
云
々
、
此
師
三
十
有
餘
年
隨
昌從
然
阿
上
入
一
委
被
⇒開
化
一人
也
、
但
其
意
非
昌貴
直
一故
白
籏
加
二質
責
一也
弟
子
南
無
佛
未
〆知
晶置
ハ傳
こ
云
々
(
本
末
ロ
傳
講
録
上
卷
)
ざ
あ
る
如
く
、
奪
觀
の
直
弟
南
無
阿
彌
陀
佛
に
見
せ
ら
る
、帥
ち
書
寫
し
て
霹
觀
の
許
に
途
る
、
尊
觀
之
を
披
見
し
て
一
卷
の
釋
、
十
六
ケ
條
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疑
問
答
を
作
り
、
盛
蓮
房
(初
め
錬
觀
に
仕
へ
後
記
主
に
承
く
)
を
し
て
之
を
見
せ
し
め
ら
る
玉
、
盛
蓮
房
帥
ち
寂
惠
の
見
參
に
入
れ
る
こ
,こ
を
勸
め
ら
れ
先
師
に
奉
見
せ
ら
る
、か
く
て
寂
惠
上
人
も
亦
淨
土
述
聞
鈔
一
卷
を
製
し
て
、
名
越
の
無
傳
推
義
を
圭
張
し
て
、
臼
籏
義
に
對
し
て
誣
妄
の
言
を
弄
し
た
も
の
を
慨
歎
し
、
自
籏
の
三
代
相
承
の
正
義
た
る
事
實
を
佛
天
に
誓
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
同
講
録
上
卷
に
、
「
貧
觀
自
ら
證
し
て
云
く
、
數
十
年
修
學
す
・こ
、
是
れ
豈
に
捨
て
置
か
ざ
る
の
證
に
非
ざ
ら
ん
や
、
叉
予
に
與
へ
玉
ふ
歌
に
云
く
、
此
の
義
勢
に
違
皆
す
る
者
は
當
流
の
義
に
非
す
、
愚
身
に
相
傳
の
義
の
外
は
當
流
に
非
ざ
る
べ
き
の
條
顯
然
な
る
か
、
霹
觀
云
く
慈
心
は
予
が
弟
子
也
、
慈
心
は
記
主
一
室
の
同
宿
受
學
す
る
こ
・三
二
年
也
、
何
ぞ
そ
の
聞
尊
觀
を
以
て
師
匠
・こ
せ
し
や
慈
心
が
先
師
記
主
の
自
疉
の
歌
を
帶
び
な
が
ら
さ
う
し
て
捨
て
置
か
る
、
仁
を
以
て
師
匠
の
義
を
存
す
る
で
あ
ら
う
、
旁
・・洵
に
不
審
で
あ
る
、
叉
慈
心
師
弟
の
約
を
な
す
ε
雖
も
、
奪
觀
己
下
、
先
師
棄
て
置
か
る
玉
の
條
は
遞
れ
難
き
者
で
あ
る
、
叉
先
師
上
洛
の
時
、
奪
觀
以
下
頻
り
に
相
承
の
散
を
乞
ふ
に
、
記
主
之
を
許
さ
れ
す
、
時
に
寂
惠
は
尊
觀
を
以
て
素
意
を
得
す
ε
雖
も
、
形
式
的
に
も
相
承
せ
し
め
ら
れ
度
く
申
し
乞
ひ
し
歌
を
乞
ひ
與
へ
ら
れ
て
あ
る
。し
孟
々
要
す
る
に
霹
觀
の
所
帶
す
る
記
圭
禪
師
の
欺
ε
寂
惠
上
人
の
所
持
さ
る
」
記
主
自
筆
の
歌
-こ
を
校
合
す
る
時
、
其
の
文
章
の
體
を
以
て
、
師
の
本
意
・こ
す
べ
き
事
は
自
ら
瞭
か
で
あ
る
、
而
る
に
尊
觀
は
素
意
を
得
す
・こ
雖
も
「
我
は
鎭
西
の
嫡
流
也
、
自
證
す
る
の
聞
、
鎭
西
の
義
は
唯
だ
奪
觀
に
あ
り
・こ
、
こ
の
事
は
入
々
も
欲
し
た
が
、
記
主
の
許
さ
る
㌧
所
-こ
な
ら
す
、
且
つ
先
師
の
義
,こ
尊
觀
の
義
・こ
相
違
す
る
者
が
可
成
あ
る
。」
去
々
,こ
あ
り
、
更
に
同
書
の
連
文
に
「
若
し
寂
惠
樽
へ
申
し
候
は
璽
、
上
は
梵
天
、
帝
繹
、
下
は
閻
魔
太
王
、
日
本
の
諸
祚
、
山
王
七
瓧
等
、
惣
じ
て
は
釋
迦
大
師
、
彌
陀
善
羝
、
觀
昔
勢
至
、
一
切
の
聖
衆
の
御
罰
、
良
曉
の
現
當
に
於
て
蒙
る
べ
き
も
の
ε
す
ーこ
自
言
せ
ら
れ
て
あ
る
、
時
に
正
中
二
年
三
月
十
五
一
66
日
、
寂
惠
七
十
三
歳
の
時
な
り
。」
又
定
惠
は
制
文
に
付
す
る
書
に
曰
く
、
ぬ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
も
も
も
ぬ
う
し
カ
へ
「
此
述
聞
制
文
者
先
師
爲
レ除
ユ遐
弟
疑
慮
一被
書
置
所
也
先
師
加
判
之
本
、
所
レ
授
聖
滿
、
良
順
也
、
康
安
元
年
八
月
三
十
日
、
桑
門
良
譽
六
十
六
此威
」在
一判
」
、こ
あ
る
、
此
の
誓
文
は
口
傳
鈔
に
後
る
玉
こ
ーこ
十
一
年
也
、
文
中
悉
く
奪
觀
の
相
傳
を
得
す
,こ
明
し
て
あ
る
、
叉
尊
觀
は
然
阿
禪
師
の
御
意
を
得
す
、
故
に
附
屬
を
許
し
玉
は
な
い
、
寂
惠
上
人
は
素
意
を
得
る
が
故
に
附
矚
遺
書
一
で
は
な
い
。
所
謂
、
ω
弘
安
九
年
八
月
受
傳
九
條
袈
裟
、
松
影
之
硯
譲
與
。
②
九
月
六
日
爾
書
云
、
源
塞
上
人
、
辨
阿
上
人
、
良
忠
三
代
相
傳
事
、
世
聞
無
二其
隱
一皆
以
所
ユ應
可
一依
レ之
授
二釋
寂
惠
一己
畢
、
然
則
早
三
代
之
義
勢
可
被
ユ弘
通
一之
歌
如
レ
件
、
弘
安
九
年
九
月
六
日
、
右
手
印
、
左
手
印
、
⑧
同
年
十
一
月
七
日
爾
書
日
、
淨
土
布
薩
一
乘
戒
源
筌
上
人
、
辨
阿
上
人
、
良
忠
三
代
相
傳
之
義
、
世
聞
無
其
隱
、
依
レ爲
二釋
寂
惠
法
器
之
仁
一悉
授
之
畢
、
任
二早
三
代
之
義
勢
一可
レ
被
二
弘
通
一之
歌
如
〆件
、
良
忠
判
、
ω
同
十
年
六
月
遺
書
六
、
愚
老
製
作
傳
通
記
以
下
釋
等
、關
東
下
向
己
後
少
々
令
添
コ削
之
一畢
、
一
流
碩
徳
寂
惠
重
傳
受
畢
、
門
弟
中
令
昌違
背
此
義
勢
一者
非
二相
傳
之
義
'、
此
外
明
王
院
相
傳
釋
論
十
卷
以
二
鈔
物
一令
二傳
受
一畢
、弘
安
十
年
六
日
、
良
忠
御
在
判
L
(
天
照
山
什
物
)
五
臼
籏
相
傳
説
の
思
想
的
根
據
名
越
を
中
心
-こ
し
て
の
臼
籏
相
傳
読
を
吟
味
す
る
に
、
正
和
三
年
十
一
月
寂
惠
上
人
の
著
は
せ
る
ロ
傳
鈔
を
見
て
淨
土
十
六
箇
條
疑
問
答
に
擧
示
、
名
越
の
一
念
業
成
論
を
主
張
し
論
難
を
し
て
曰
く
、
67
ら
も
も
ヘ
ヘ
ヘ
へ
第
一
問
、
三
心
具
足
念
佛
者
、
自
ご初
一
念
一即
成
昌往
生
業
一乎
、答
此
義
當
流
鈔
記
記
中
似
γ有
昌爾
義
↓
謂
一
不
レ
論
ご念
數
多
少
一悉
成
二
往
へ
も
ヘ
ヘ
へ
も
カ
も
ヘ
ヘ
ヘ
へ
も
た
り
ね
へ
も
ヘ
ヘ
へ
む
ね
も
ぬ
生
業
↓
二
隨
コ機
根
淺
深
業
一成
有
二遲
速
↓
予
雖
幽
久
從
昌
先
師
一悉
禀
中
法
門
轟
但
傳
昌
一
念
業
成
一
義
一未
レ
聞
昌多
念
業
成
義
一先
出
コ合
文
一次
會
二違
文
一初
出
コ合
文
一者
此
有
コ
八
箇
文
⑩
ぬ
も
も
ヘ
へ
一
、
先
師
自
筆
云
、
有
云
於
昌三
心
具
足
之
念
佛
一上
機
即
成
ユ往
生
業
一下
機
下
レ
爾
念
佛
功
徳
運
心
年
久
成
昌往
生
業
一
此
義
云
何
、答
先
師
云
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
カ
ヘ
ヘ
へ
も
も
ヘ
ヘ
へ
も
も
う
も
も
も
も
も
ヘ
ヘ
ヘ
へ
若
人
具
昌足
三
心
一不
レ論
二念
數
多
少
一不
レ
論
嵩時
節
久
近
一其
念
佛
悉
成
昌往
生
業
↓經
云
「
具
三
心
者
必
生
彼
國
」
、
釋
云
「
願
行
既
成
若
不
生
者
無
γ有
二是
露
こ
然
今
雖
レ
具
二三
心
一於
轟
下
機
一
一
念
十
念
即
不
レ
可
レ
成
二往
生
業
一之
義
曾
無
昌所
聞
'若
如
昌今
義
一下
機
已
發
昌三
心
一纔
ね
も
セ
し
ら
ヤ
も
ね
へ
も
へ
も
も
も
へ
も
も
も
も
り
も
セ
ら
へ
あ
り
も
へ
一
念
十
念
帥
命
絡
可
二
往
生
一耶
否
、
若
不
⇒往
生
一有
昌三
心
具
足
念
佛
不
往
生
之
失
一若
許
二往
生
一此
亦
不
〆然
非
昌重
淨
心
一非
畠恒
所
慧
一由
ヘ
へ
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
も
へ
も
へ
　
し
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
ぬ
γ何
得
二
往
生
」乎
、
予
昔
於
昌先
師
所
一唯
聞
下
不
レ
論
二
上
機
下
機
一不
レ
擇
一
念
十
念
三
↓心
具
足
念
佛
悉
得
中
往
生
上
、
凡
如
レ斯
等
事
信
二相
傅
へ義
一可
レ會
昌違
文
一何
求
二違
文
一改
二
先
師
義
一乎
。
二
、
淺
略
鈔
云
下
機
不
〆乘
昌生
因
願
一者
往
生
行
難
レ
成
望
二
下
機
一發
二念
佛
生
因
願
一酬
昌此
願
一微
少
念
佛
直
成
昌生
因
一也
、
云
々
三
、
黒
谷
上
人
示
昌禪
勝
房
一云
一
念
昌阿
彌
陀
佛
一擬
コ置
一
度
往
生
一而
所
レ
發
本
願
也
、
是
故
十
念
十
度
生
功
徳
也
、
四
、
叉
云
一
念
思
爲
昌不
定
一念
々
念
佛
帥
不
信
念
佛
也
、
共
故
阿
彌
陀
佛
乃
以
三
念
一擬
⇒置
一
度
往
生
一發
願
念
念
即
成
昌往
生
業
一也
。
五
、
.傳
通
記
六
云
佛
本
願
難
思
妙
術
不
レ
簡
昌逆
悪
一
一
念
十
念
成
コ往
生
因
叩
ヘ
ヘ
ヘ
ヤ
ヘ
ヘ
へ
ら
も
へ
も
ヘ
へ
六
、
論
註
記
三
云
問
三
心
具
足
念
佛
與
昌業
事
成
辨
念
佛
一爲
レ同
爲
レ異
、
答
大
旨
不
レ異
先
師
上
人
不
レ分
昌同
異
幻
へ
ぬ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
も
へ
も
へ
も
へ
も
も
も
七
、
嬰
集
鈔
云
三
心
具
足
念
佛
行
皆
是
决
定
往
生
云
二業
者
成
辨
弔
八
、
宗
要
云
有
云
三
心
外
業
事
成
辨
時
往
生
决
定
也
、
今
云
如
識此
義
一誠
心
具
足
人
可
レ有
昌不
往
生
類
一若
爾
者
違
二具
三
心
者
必
生
彼
國
文
↓
己
上
八
處
文
證
如
レ斯
貯
知
黜
谷
鋤
酔
舟
睡
ゴ
樽
わ
ル
肺
レ
働
釦
働
帥
懸
か
聯
蜘
↓
禽
御
レ
か
必
脚
卿
勢
黔
尠
、
鱒
翻
2
ガ
ゴ
州
嵐
齢
盟
び
6$
へ
つ
カ
ヘ
へ
も
へ
も
ヘ
ヘ
ヘ
へ
蒙
二
攝
取
一若
得
二光
釜
一何
疑
二業
成
一乎
。
(淨
全
+
一
卷
六
六
五
頁
)
ε
あ
る
。
是
れ
洵
に
記
圭
門
下
の
六
派
比
較
研
究
、
特
に
白
籏
名
越
の
中
心
論
爭
で
あ
る
一
念
業
成
の
瞭
示
た
る
名
越
の
重
要
圭
張
ε
云
へ
る
。
寂
惠
は
、
三
代
相
承
の
正
統
を
示
さ
ん
が
爲
に
十
六
箇
條
疑
問
答
を
應
酬
せ
ら
れ
た
淨
土
述
聞
鈔
に
尊
觀
の
義
を
破
し
て
曰
く
、
「
先
會
昌道
理
難
一者
設
雖
下依
二本
願
一成
ゆ
往
生
業
亀
機
有
昌
強
弱
一者
願
力
加
昌於
可
フ
加
故
不
レ
可
レ
云
二
皆
一
念
成
一爰
以
定
記
云
、
故
佛
願
力
加
二
於
可
7加
宗
要
云
縱
雖
二佛
力
一加
二於
可
7
加
皆
此
意
也
、
凡
凡
夫
生
ユ淨
土
一雖
ユ專
由
二願
力
一而
來
迎
佛
感
笥眞
化
不
同
一報
土
之
上
有
昌
上
下
差
別
一是
皆
於
ユ他
力
成
上
一而
論
昌機
不
同
一者
也
、何
寄
二事
於
本
願
一偏
忘
亀機
根
不
同
一理
不
レ
可
レ然
、(
淨
全
+
一
卷
五
三
二
頁
)
¶こ
云
ふ
て
、
十
ケ
條
の
宗
議
先
師
相
傳
の
所
以
を
明
し
、
記
圭
禀
承
の
正
義
を
述
べ
て
あ
る
。
中
に
就
て
奪
觀
の
八
箇
の
難
を
駁
し
て
曰
く
第
一
會
・一自
筆
状
一者
彼
歌
所
レ
擧
有
人
義
意
者
謂
下上
機
頓
成
二往
業
一下
機
漸
成
二往
業
一自
昌初
一
念
一不
レ
成
ゆ
往
生
因
幽
今
破
昌此
義
一言
喰
三
心
具
足
念
佛
不
レ
論
コ念
數
多
少
一不
レ簡
昌時
篩
久
近
一悉
成
申
往
生
業
亠
、
引
二經
具
三
心
者
必
生
彼
國
文
釋
願
行
既
成
若
不
生
者
文
一難
破
始
も
も
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
あ
へ
も
へ
ぬ
ヘ
ヘ
へ
も
も
へ
も
セ
へ
も
カ
へ
絡
不
レ出
二此
趣
↓
相
傳
意
三
心
具
足
之
念
佛
雖
下
自
昌初
一
念
一悉
成
中
往
因
上
、
而
業
事
成
辨
位
隨
レ
機
可
レ
有
二前
後
一
也
、
永
異
話
彼
有
人
義
云
業
成
以
前
念
佛
不
レ
成
ユ往
因
一然
者
彼
状
不
レ
違
昌相
傳
一也
、
第
二
會
二淺
略
鈔
一者
所
引
文
有
レ
ニ
初
文
意
望
二
下
機
一發
二生
因
願
一酬
コ此
願
一念
佛
成
二
生
因
一也
、
是
非
レ
所
レ
諍
以
二此
釋
一爲
識違
文
一者
不
レ逹
昌所
破
一故
歟
能
破
何
當
、
業
成
者
依
昌業
障
滅
蠱
一故
設
雖
話三
心
具
足
之
初
一
念
有
識攝
取
之
義
一往
生
業
障
獪
相
殘
難
匕
訳
二業
成
一
也
。
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第
三
四
五
三
文
者
其
言
雖
レ
多
所
詮
云
下十
念
一
念
本
願
行
故
毎
二
念
々
成
屮
往
生
業
ム
之
文
也
、
是
全
非
二所
論
一
唯
言
三
念
々
稱
名
不
レ
成
二
往
生
因
一仍
不
レ
及
昌會
通
幻
第
六
會
昌註
記
一者
此
註
記
意
問
下
答
三
心
之
上
念
佛
與
昌
業
成
之
念
佛
一同
異
轟
、
不
レ
云
下
三
心
具
與
ご業
成
一同
異
上
意
三
具
與
識業
成
一各
別
上
之
論
昌所
修
念
佛
勝
劣
一故
至
二答
中
一言
畿大
旨
不
異
一謂
三
心
業
成
所
修
念
佛
倶
本
願
行
故
云
二不
異
一而
隨
二行
者
念
力
差
別
一念
佛
功
用
可
レ
有
二
小
異
一故
云
昌
大
旨
一大
旨
之
言
顯
二少
分
異
↓
爰
以
先
師
自
筆
直
間
二三
心
業
成
同
異
一答
二
一
向
異
一今
約
昌行
體
一論
レ
之
故
置
昌大
言
一學
者
可
レ辨
レ
之
、
爾
非
レ
難
、
何
况
汝
云
卞
除
二和
徇
一之
外
他
師
意
者
可
中
前
後
成
幽
、
何
引
卞
釋
二註
論
業
事
成
辨
一之
記
文
亠
可
レ爲
二
一
旨
之
念
成
立
證
一哉
、
第
七
會
二要
集
鈔
一者
此
鈔
意
三
心
具
足
之
念
佛
決
定
絡
可
二業
成
往
生
一也
、
所
昌以
知
一者
要
集
引
昌安
樂
集
一
云
但
能
積
レ
念
凝
レ
思
不
レ縁
昌
他
事
一便
業
道
成
辨
、
本
書
既
約
積
念
凝
田少
釋
二業
邁
成
辨
之
旨
一本
書
何
違
γ之
存
二三
心
帥
業
成
義
一明
知
今
鈔
意
三
心
具
足
之
上
積
念
相
續
絡
業
成
云
業
事
成
辨
也
、
第
八
會
昌宗
要
文
一者
所
引
文
有
云
者
竹
谷
義
也
、
彼
竟
云
昌
三
心
外
業
道
成
辨
時
往
生
决
定
↓存
ユ具
三
心
念
佛
往
生
不
定
之
義
噛
是
故
引
昌
具
三
心
者
必
生
彼
國
之
文
一破
レ之
也
、自
流
意
許
二
三
心
具
足
念
佛
總
决
往
生
一故
、永
異
四
彼
云
皇業
成
時
初
成
二决
定
義
一仍
爲
所
破
也
、
然
云
不
レ
可
レ
成
二
一
念
皆
成
之
證
一以
上
八
處
文
證
會
通
如
レ
此
。
(淨
全
+
一
卷
五
三
二
頁
)
-こ
云
ふ
て
、
二
阻
三
代
の
相
傳
読
は
、
名
越
の
如
く
三
心
具
の
初
一
念
に
業
事
成
辧
す
る
ーこ
云
ふ
も
の
を
論
破
し
て
、
業
成
は
}
念
多
念
臨
絡
準
生
に
通
じ
て
隨
機
不
定
で
あ
る
事
を
極
力
強
調
し
、
更
に
名
越
に
於
て
は
本
願
の
乃
至
十
念
は
、
李
生
の
一
念
十
念
に
通
す
る
¶こ
云
ふ
主
張
に
對
し
、
十
念
は
臨
絡
に
限
る
ーこ
し
て
ゐ
る
、
そ
の
他
第
十
八
願
獨
り
の
本
願
彼
生
の
旨
を
明
し
、
心
行
具
足
の
名
號
を
願
體
・こ
す
る
旨
を
明
す
等
所
謂
純
正
な
る
傳
統
相
傳
の
義
旨
を
明
め
て
ゐ
る
。
帥
ち
こ
祕
三
代
こ
し
て
祗
定
せ
ら
れ
た
宗
義
、こ
雖
も
、
そ
の
微
細
な
點
に
一
70
渡
る
種
々
の
明
示
を
缺
く
三
祗
敦
學
の
綿
題
に
於
て
、
後
學
の
指
南
を
瞭
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
こ
の
事
は
彼
の
聖
光
上
人
が
我
が
大
師
釋
奪
は
唯
だ
法
然
上
人
な
り
ーこ
宣
言
せ
ら
れ
、
親
鸞
聖
人
が
歎
異
鈔
に
聖
者
の
化
現
・こ
し
て
、
師
に
欺
か
れ
て
地
獄
に
墮
ち
る
・こ
も
悔
ひ
な
い
・こ
述
懷
さ
れ
て
あ
る
如
く
、
叉
偉
大
な
る
宗
歡
人
で
在
ら
れ
た
法
然
上
人
を
重
靦
さ
れ
た
如
く
、
何
よ
り
師
證
を
獨
尊
-こ
し
て
歸
趣
せ
る
淌
息
を
思
ふ
・こ
同
時
に
租
證
を
全
分
發
揮
顯
彰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
師
が
嘗
て
、
宗
祺
、
二
組
、
三
阻
諸
租
師
の
風
に
倣
て
、
作
ら
れ
た
所
謂
寂
惠
上
人
一
枚
起
請
文
は
洵
に
よ
く
師
の
信
條
を
瞭
示
し
て
ゐ
る
。
「先
師
良
忠
に
う
け
た
ま
は
り
候
し
は
、
相
承
の
安
心
は
ま
こ
ーこ
あ
る
心
に
て
、
疑
な
く
往
生
せ
ん
・こ
お
も
ふ
を
申
な
り
、
是
も
な
を
は
す
ら
は
し
く
ば
、
只
助
給
へ
・こ
思
ふ
が
往
生
の
安
心
に
て
候
、
此
の
た
す
け
給
へ
の
こ
曳
ろ
の
う
ち
に
、
三
心
も
、
四
修
も
、
皆
こ
も
り
て
往
生
す
る
ぞ
ご
候
ひ
し
な
り
、
こ
曳
ろ
ざ
し
の
淺
深
は
人
に
隨
て
有
る
べ
き
な
り
、
い
か
や
う
に
も
、
を
の
れ
く
が
分
を
極
て
往
生
す
べ
き
な
り
、
我
よ
り
も
心
ざ
し
も
淺
く
、
行
業
も
よ
は
か
ら
ん
を
見
て
高
慢
す
べ
か
ら
す
、
只
分
々
の
こ
㌧
ろ
ざ
し
を
は
け
ま
し
、
念
佛
を
行
ぜ
ば
十
帥
十
生
の
往
釜
さ
ら
に
疑
ふ
べ
か
ら
す
、
此
外
に
別
の
仔
細
な
く
候
、
是
も
し
盧
言
に
候
は
穿
、
釋
迦
彌
陀
の
御
罰
を
蒙
る
べ
く
候
、
仍
誓
言
如
件
。
」
つ
九
へ
を
く
を
し
へ
の
ま
玉
に
た
が
は
す
ぼ
ひ
哂こ
つ
は
ち
す
の
つ
ゆ
も
む
す
ぼ
ん
正
和
二
年
二
月
十
五
日
良
曉
判
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